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メタバースの可能性
～地域活性化と新規事業創出に向けて～

国立大学法人三重大学教育推進・学生支援機構地域創造教育センター助教
鈴  木  伸  哉

国立大学法人三重大学教育推進・学生支援機構アドミッションセンター准教授
宮  下  伊  吉

　

２
０
２
３
年
度
、
国
立
大
学
法
人
三
重

大
学
は
、「
三
重
大
学
地
域
創
造
力
」
を

持
つ
人
材
育
成
を
目
指
し
、
地
域
創
造
教

育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
そ
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
高
大
接
続
機
能
と
し
て
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
同

年
、
三
菱
み
ら
い
育
成
財
団
の
助
成
を
受

け
、
文
理
融
合
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
着
手
し
、
メ

タ
バ
ー
ス
有
造
館
（
仮
想
空
間
）
を
プ
レ

リ
リ
ー
ス
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
活
性
化
と
新
規

事
業
創
出
の
人
材
育
成
に
向
け
て
、
メ
タ

バ
ー
ス
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
か

を
示
す
。

※�

メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
は
、
１
８
２
０
年

開
学
の
藤
堂
藩
の
藩
校
有
造
館
（
三
重

大
学
の
前
身
）
に
由
来
。

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
（m

etaverse

）」
と
は
、

語
源
は
、“m

eta

”
と
“universe

”
の

造
語
で
、
米
国
作
家N

eal Stephenson

の
Ｓ
Ｆ
小
説「Snow

 Crash

」（
１
９
９
２

年
）
に
登
場
す
る
架
空
の
仮
想
空
間
の
名

称
が
由
来
と
い
わ
れ
て
い
る
（
雨
宮
智
浩

著
『
メ
タ
バ
ー
ス
の
教
科
書
』
オ
ー
ム

社
、
２
０
２
３
）。
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、

「
多
人
数
が
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
社
会

的
活
動
が
可
能
な
３
Ｄ
バ
ー
チ
ャ
ル
空

間
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
雨
宮
、

２
０
２
３
）。
そ
の
定
義
は
メ
タ
バ
ー
ス

の
持
つ
様
々
な
側
面
の
一
つ
で
あ
り
、
ど

の
側
面
に
注
目
す
る
か
に
よ
っ
て
、
定
義

や
今
後
の
可
能
性
も
変
わ
り
う
る
。

　

最
初
に
メ
タ
バ
ー
ス
が
注
目
さ
れ
た

の
は
、
20
年
ほ
ど
前
の
頃
で
あ
る
。
米

国Linden Lab

が
２
０
０
３
年
か
ら

“
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
（Second Life

）”

と
い
う
Ｐ
Ｃ
操
作
の
み
の
メ
タ
バ
ー
ス

（M
etaverse

：
３
次
元
仮
想
空
間
）
を

提
供
（
日
本
で
は
２
０
０
７
年
頃
）
し
た

頃
、
仮
想
空
間
に
お
け
る
不
動
産
取
引
等

の
経
済
活
動
で
メ
タ
バ
ー
ス
は
一
時
注
目

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｃ
の
性

能
や
通
信
環
境
等
の
問
題
、
デ
ザ
イ
ン
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
技
術
の
未
発
達
も
あ

り
、“
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
”
と
い
う
メ
タ

バ
ー
ス
の
利
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
最

近
に
な
っ
て
メ
タ
バ
ー
ス
が
大
き
く
注
目

さ
れ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１

年
に
、Facebook

が
社
名
を
“M

eta 
Platform

s

”
に
変
更
し
、
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド

セ
ッ
ト
に
よ
る
会
議
シ
ス
テ
ム“H

orizon 
W
orkroom

s
”
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
こ
と
で
、
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
＝
メ
タ

バ
ー
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
は
じ
め
た

こ
と
に
よ
る
。

　

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、Facebook

よ
り
も
以
前
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
の
分
野
に
お
い
て
、
す
で
にEpic 

Gam
es

やRoblox

が
メ
タ
バ
ー
ス
開
発

の
企
業
と
し
て
実
績
が
あ
る
。
現
在
、
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
向
け
の
大
手
半
導
体

メ
ー
カ
ー
と
し
て
注
目
のN

V
ID
IA

も

１
９
９
３
年
創
業
か
ら
ゲ
ー
ム
用
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
Ｇ
Ｐ
Ｕ
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
プ

ロ
セ
ッ
サ
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
開
発
し
て
き
て

お
り
、
ゲ
ー
ム
の
技
術
は
メ
タ
バ
ー
ス
構

築
の
技
術
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
は
、
１
９
９
６
年
に
日
本
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
学
会
が
設

立
さ
れ
、「
人
工
現
実
感
」
が
学
問
の
一

つ
の
領
域
と
し
て
認
知
さ
れ
は
じ
め
て
い

た
が
、
実
際
に
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
を
日

本
に
広
め
た
の
は
、
２
０
１
５
年
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
起

業
し
た
加
藤
直
人
氏
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
２
０
１
７
年
に
、
数
千
人
規
模
の

バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る

Ｖ
Ｒ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「cluster

」
を

公
開
し
た
同
氏
は
、
２
０
１
８
年
経
済
誌

『ForbesJA
PA
N

』
の
「
世
界
を
変
え
る

30
歳
未
満
の
30
人
の
日
本
人
」
に
選
出
さ

れ
、
現
在
、「cluster

」
は
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、
好
き
な
ア
バ
タ
ー
（
仮
想
空

間
内
の
自
分
の
分
身
）
で
友
人
と
の
交
流

や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
メ
タ
バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
と
進
化
し
て
い
る
。今
後
、メ
タ
バ
ー

ス
は
、
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
や
拡
張
現
実

（
Ａ
Ｒ
）
等
の
技
術
を
利
用
し
て
構
築
さ

れ
た
仮
想
空
間
で
ゲ
ー
ム
や
イ
ベ
ン
ト
に

「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
は
？

「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
は
？

概
　
略

概
　
略

（一財）

E-mail : info@mie-jichiken.jp
https://www.mie-jichiken.jp/
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参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（N

on-
Fungible T

oken

：
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）

の
技
術
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
偽

造
不
可
な
資
産
価
値
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
で
き
、「
次
世
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
な
る
可
能
性
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
以
前
、
小
・
中
・
高
等
学

校
や
大
学
等
の
教
育
現
場
で
は
、
メ
タ

バ
ー
ス
活
用
の
前
提
条
件
で
あ
る
通
信
環

境
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
上
、
Ｐ
Ｃ

等
の
端
末
を
使
っ
た
授
業
は
情
報
処
理
演

習
等
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
か
み
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
そ
の
状
況
が
一
変
す

る
。
多
く
の
企
業
等
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

る
在
宅
勤
務
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
広
が

り
、
教
育
現
場
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
が
急
速
に
普
及
し
た
。
同
じ
時
期
の

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校
、
２
０
２
１

年
度
に
中
学
校
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
は

高
等
学
校
で
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
施

行
さ
れ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
生

徒
１
人
１
台
端
末
が
学
校
現
場
で
実
現
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。教
育
現
場
で
は
、ハ
ー

ド
面
に
お
け
る
情
報
技
術
を
活
用
す
る
環

境
が
整
っ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
情

報
技
術
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
面
（
教
授
法
や
教
員
の
役
割
の
変

化
）
に
お
い
て
は
、
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
２
０
２
１
年
度
の

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
白
書

「Society5.0

（
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
の

高
度
な
融
合
→
人
間
中
心
の
社
会
）
の
実

現
に
向
け
て
」
の
中
で
、
各
専
門
分
野
の

知
を
「
総
合
知
」
と
し
て
社
会
課
題
の
解

決
に
役
立
て
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
は
、
教
育
現
場
で

活
用
し
得
る
先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タ
を

効
果
的
に
利
活
用
す
る
た
め
の
実
証
等
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
『
次
世
代
の
学
校
・
教
育
現
場
を

見
据
え
た
先
端
技
術
・
教
育
デ
ー
タ
の
利

活
用
推
進
事
業
』に
取
り
組
み
、メ
タ
バ
ー

ス
技
術
を
含
む
複
数
の
団
体
の
事
業
を
採

択
し
た
。
特
に
２
０
２
３
年
度
『
次
世
代

の
学
校
・
教
育
現
場
を
見
据
え
た
先
端
技

術
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
推
進
（
先

端
技
術
を
中
核
に
据
え
た
新
た
な
学
校

（Super D
X
 School

）
の
設
置
・
運
営
に

関
す
る
実
証
事
業
）』
で
は
、
メ
タ
バ
ー

ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
と
対
面
を
選
択
で
き

る
「
さ
い
た
ま
市
立Grow

th
小
中
学
校
」

に
よ
る
不
登
校
生
支
援
事
業
が
採
択
さ
れ

た
。
少
子
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
で
約

30
万
人
に
ま
で
増
え
続
け
る
小
中
学
生
の

不
登
校
生
に
対
す
る
支
援
の
新
た
な
学
校

教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
が

企
業
等
と
の
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る
メ

タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
事
業
が
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
度
、
三
重
大
学
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
地
域
創
造
教
育
セ
ン

タ
ー
は
、
協
力
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館

を
活
用
し
た
高
大
連
携
の
実
践
に
着
手
し

た
。
今
回
の
実
践
事
例
で
は
、
人
と
の
距

離
の
取
り
方
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
初
対

面
の
高
校
生
同
士
で
あ
っ
て
も
、
２
Ｄ
メ

タ
バ
ー
ス
の
学
習
環
境
（
メ
タ
バ
ー
ス
有

造
館
）
に
ア
バ
タ
ー
で
参
加
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
人
と
協
力
し
て
、
地
域
活
性

化
や
新
規
事
業
創
出
と
い
う
難
し
い
課
題

に
も
前
向
き
に
取
り
組
め
そ
う
な
気
持
ち

に
な
る
か
を
高
大
連
携
に
よ
る
２
つ
の
協

働
学
習
で
試
み
た
。
３
Ｄ
（
立
体
）
で
は

な
く
、
２
Ｄ
（
平
面
）
の
メ
タ
バ
ー
ス
を

利
用
し
た
の
は
、
２
０
２
２
年
10
月
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
不
登
校
生
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
三
重
県
教
育
委
員
会
が
２
Ｄ

メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
た
の
で
、
同

教
育
委
員
会
に
訪
問
の
上
、
直
接
実
際
の

利
用
状
況
を
確
認
し
、
ま
た
、
先
行
研
究

（
澤
崎
敏
文
「
メ
タ
バ
ー
ス
環
境
を
活
用

し
た
学
生
発
表
の
実
践
と
考
察
」『
日
本

教
育
工
学
会
研
究
報
告
集
』
２
０
２
３

－

２
，
83

－

87
）
に
お
い
て
、
利
用
者
に
よ

る
３
Ｄ
メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
適
応
の
差
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

２
つ
の
協
働
学
習
で
は
、
初
対
面
の
高

校
生
同
士
で
も
話
し
や
す
い
環
境
や
進
行

を
実
現
す
る
た
め
に
、
年
代
の
近
い
三
重

大
学
の
学
生
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

依
頼
し
た
。
ま
た
、
地
域
（
自
治
体
、
教

育
委
員
会
な
ど
）
や
企
業
の
方
に
は
、
高

校
生
の
提
案
・
意
見
に
コ
メ
ン
ト
を
依
頼

し
た
。

　

地
域
活
性
化
に
向
け
た
課
題
を
扱
う
協

働
学
習
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
～
メ
タ
バ
ー
ス
で
聖
地
巡
礼
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
！
～
（
２
０
２
３
年
８
月
10
日

開
催
）」
で
は
、
地
域
か
ら
三
重
県
菰
野

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
と
菰
野
町
在
住

の
漫
画
家
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
受

講
高
校
生
に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
内

に
設
置
し
た
動
画
を
視
聴
し
、
別
途
郵
送

し
た
マ
ン
ガ
『
八
重
姫
伝
』
を
読
み
、
菰

野
町
へ
の
地
域
活
性
化
の
提
案
を
考
え
る

と
い
う
事
前
課
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ

た
。
当
日
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
の
大

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
対
面
参
加
４
名
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
１
名
の
５
名
の
高
校
生

が
メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
内
で
全
員
が
協
力

し
て
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
提
案
を
ま

と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ 図1　メタバース有造館での当日（8月10日）の様子

メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
に
お
け
る
実
践
事
例

メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
に
お
け
る
実
践
事
例

教
育
現
場
に
お
け
る
メ
タ
バ
ー
ス

教
育
現
場
に
お
け
る
メ
タ
バ
ー
ス
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た
。
高
校
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後

の
コ
メ
ン
ト
で
は
、
菰
野
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
課
か
ら
「
す
ぐ
に
も
採
用
し
た

い
実
現
可
能
性
の
高
い
提
案
で
あ
っ
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。

　

も
う
一
つ
の
新
規
事
業
創
出
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
協
働
学
習
「
ア
バ

タ
ー
に
な
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

の
よ
う
に
考
え
よ
う
！
（
２
０
２
３
年
８

月
24
日
開
催
）」
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
新
規
事
業
創
出
に
多
数
の
実
績
を

持
つ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
新
規
事
業
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
小
栗 

伸
氏
の
協
力
を
得
て

実
施
し
た
。
受
講
高
校
生
に
は
、『
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
身
近
な
問
題
解
決
を
考
え

て
み
よ
う
』
と
い
う
事
前
課
題
と
し
て
、

メ
タ
バ
ー
ス
有
造
館
内
の
動
画
を
視
聴

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
掲
示
板
に
ア
イ
デ
ア
を

投
稿
し
て
も
ら
っ
た
。当
日
は
、メ
タ
バ
ー

ス
有
造
館
内
で
小
栗
氏
に
解
説
し
て
も

ら
っ
た
あ
と
、
受
講
高
校
生
と
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
役
の
大
学
生
も
一
緒
に
な
り
、

新
規
事
業

創
出
に
向

け
た
価
値

あ
る
ア
イ

デ
ア
を
考

案
で
き
る

か
話
し
合

い
、
一
人

ず
つ
自
分

の
考
え
を

ま
と
め
、

高
校
生
に

加
え
大
学

生
に
も
発

表
し
て

も
ら
っ

た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
発

表
に
つ
い

て
は
、
講

師
の
小
栗

氏
と
地
域

の
協
力
者

（
三
重
県

教
育
委
員

会
）
か
ら

「
生
成
Ａ

Ｉ
と
い
う

非
常
に
可

能
性
の
あ

る
技
術
に
つ
い
て
、
高
校
生
が
柔
軟
な
発

想
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
」
と
い
う

高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
。

　

２
つ
の
協
働
学
習
の
受
講
高
校
生
10
名

に
は
、Google

フ
ォ
ー
ム
で
事
後
の
受

講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
依
頼
し
、
そ

れ
ぞ
れ
４
名
ず
つ
計
８
名
か
ら
回
答
を
得

た
。
そ
の
結
果
、受
講
後
の
振
り
返
り（
自

己
評
価
）
に
よ
り
、
学
習
の
ゴ
ー
ル
で
あ

る
「
様
々
な
人
と
協
力
す
る
こ
と
で
難
し

い
課
題
に
も
前
向
き
に
取
り
組
め
そ
う
な

気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ど
う

か
を
４
件
法
（
１
：
全
く
あ
て
は
ま
ら
な

い
～
４
：
非
常
に
あ
て
は
ま
る
）
で
確
認

し
た
結
果
、
２
つ
の
協
働
学
習
と
も
に
肯

定
的
な
結
果
が
得
ら
れ
た
（
表
１
参
照
：

振
り
返
り
回
答
者
各
４
名
の
平
均
値
は
い

ず
れ
も
３
・
２
５
）。

　

こ
れ
よ
り
、
３
Ｄ
表
現
の
メ
タ
バ
ー

ス
（
以
下
３
Ｄ
メ
タ
バ
ー
ス
）
の
適
用
事

例
と
し
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
活

用
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
に
３
Ｄ
メ
タ

バ
ー
ス
の
利
点
や
課
題
、
今
後
の
可
能
性

に
つ
い
て
触
れ
る
。
最
後
に
行
政
で
の
事

例
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

　

三
重
大
学
で
は
、
毎
年
高
校
生
向
け
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
場
し
、
学
内
の
施

設
見
学
や
説
明
を
聞
く
場
と
な
っ
て
お

り
、
毎
年
多
く
の
高
校
生
に
来
場
い
た
だ

い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遠
隔
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
来
場
が
難
し
く
な
り
、

せ
っ
か
く
の
機
会
を
利
用
で
き
な
い
層
が

一
定
数
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
よ
り
臨

場
感
の
得
ら
れ
る
３
Ｄ
メ
タ
バ
ー
ス
を

利
用
す
る
こ
と
と
し
た
（
図
３
）。
メ
タ

バ
ー
ス
の
機
能
と
し
て
は
画
面
共
有
、
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
チ
ャ
ッ

ト
、
音
声
で
の
対
話
等
を
備
え
て
い
る
。

参
加
者
は
メ
タ
バ
ー
ス
上
で
ガ
イ
ド
役
の

大
学
生
か
ら
の
説
明
を
聞
き
、
ア
バ
タ
ー

同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
、
よ
り
身
近
に
大
学
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
っ
て
も
、
ア
バ
タ
ー
を
介
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
大
学

で
大
学
生
と
相
対
す
る
状
況
に
近
づ
け
る

図2　メタバース有造館での当日（8月24日）の様子

図3　オープンキャンパスのメタバース会場

表1　受講者の振り返り（自己評価）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
例
と
行
政
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
例
と
行
政
に
お
け
る

事
例
、
今
後
の
メ
タ
バ
ー
ス
の
可
能
性

事
例
、
今
後
の
メ
タ
バ
ー
ス
の
可
能
性
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三重大学大学院工学研究科博士前期課程修
了後、CATV会社に勤務し、インターネッ
トサービス運用業務に従事。現在、三重大学
教育推進・学生支援機構の地域創造教育セン
ター教員として高大接続における地域創造教
育プログラム開発等に取り組んでいる。

国立大学法人三重大学
教育推進・学生支援機構
地域創造教育センター助教

鈴 木  伸 哉

プロフィール

民間企業で高大接続事業等に従事する中、e
ラーニングで熊本大学大学院修士（教授シ
ステム学）取得。現在、同大学院博士後期
課程に在籍しながら、三重大学教育推進・
学生支援機構アドミッションセンター教員
として高大の教育接続における実践研究に
取り組む。

国立大学法人三重大学
教育推進・学生支援機構
アドミッションセンター准教授

宮 下  伊 吉

こ
と
が
で
き
、
ど
の
程
度
の
満
足
度
が
得

ら
れ
る
か
を
確
認
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
今
回
は
２
Ｄ
の
「
メ
タ
バ
ー
ス
有
造

館
」
も
併
用
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

当
日
は
常
時
開
放
と
す
る
。

　

以
下
で
は
３
Ｄ
の
メ
タ
バ
ー
ス
準
備
を

進
め
る
な
か
で
、
課
題
と
な
っ
た
点
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
リ
ソ
ー
ス
や

コ
ス
ト
の
面
で
、
今
回
は
メ
タ
バ
ー
ス
空

間
の
規
模
が
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
理
想
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
ま
る

ご
と
メ
タ
バ
ー
ス
上
に
再
現
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
こ
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
１
フ

ロ
ア
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
大
学
の
各
学

部
案
内
の
素
材
を
配
置
す
る
こ
と
に
し

た
。
ち
ょ
う
ど
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
１
広
場

の
よ
う
な
規
模
感
で
あ
る
。
ま
た
、
資
源

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
同
時
接
続
数
は
20

が
目
安
で
あ
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

デ
ー
タ
サ
イ
ズ
の
関
係
上
、
素
材
の
配
置

も
25
ま
で
と
い
う
制
限
が
あ
っ
た
。
こ
れ

を
超
え
る
と
動
作
に
影
響
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
先
述
の
通
り
１
フ
ロ

ア
に
留
め
て
い
る
。
３
Ｄ
の
場
合
は
、
ど

う
し
て
も
空
間
を
構
成
す
る
パ
ー
ツ
類
で

デ
ー
タ
量
が
増
え
る
の
に
加
え
、
素
材
に

よ
っ
て
は
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
が
大
き
い

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
も
動
作
に
影
響
す

る
。
ま
た
、
接
続
環
境
と
し
て
Ｖ
Ｒ
ヘ
ッ

ド
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
よ
り
没
入
感
の
得

ら
れ
る
デ
バ
イ
ス
も
存
在
す
る
が
、
遠
隔

で
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ

れ
た
こ
と
か
ら
今
回
は
主
に
Ｐ
Ｃ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　

３
Ｄ
の
場
合
、
操
作
性
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
の
場
合
は
キ
ー
ボ
ー
ド
や

マ
ウ
ス
で
の
操
作
と
な
る
が
、
明
ら
か
に

慣
れ
が
必
要
で
あ
る
。
最
も
難
し
い
の

は
、
姿
勢
操
作
と
視
点
調
整
に
よ
る
位
置

の
把
握
で
あ
る
。
よ
く
ア
バ
タ
ー
が
ど
の

方
向
を
向
い
て
い
る
の
か
、
現
在
地
は
ど

こ
な
の
か
等
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

起
こ
り
得
る
。
そ
の
た
め
一
人
称
視
点
だ

け
で
は
な
く
俯
瞰
視
点
な
ど
が
選
択
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
先
述
の
Ｖ

Ｒ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
等
の
専
用
デ
バ
イ
ス
に

よ
り
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
今
回

は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
酔
い

や
す
い
体
質
の
方
に
つ
い
て
の
体
調
面
の

配
慮
も
必
要
と
な
る
。

　

以
上
、
今
回
の
取
り
組
み
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
本
稿

執
筆
時
点
で
は
実
施
前
で
あ
る
が
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏

ま
え
、
今
後
は
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
等
で
も

取
り
入
れ
て
い
き
、
さ
ら
な
る
メ
タ
バ
ー

ス
の
利
活
用
、
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
行
政
で
の
活
用
例
と
し

て
、
三
重
県
内
の
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ

て
み
た
い
。
桑
名
市
で
は
「
メ
タ
バ
ー

ス
役
所
」
と
し
て
電
子
手
続
き
の
総
合

窓
口
、
各
種
相
談
所
、
市
民
交
流
の
場

を
設
置
し
期
間
限
定
で
の
実
証
事
業
が

２
０
２
４
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
。
ま
た
、「
メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
」

と
い
う
婚
活
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
さ
れ
て

お
り
、
２
０
２
４
年
２
月
に
第
２
回
が
行

わ
れ
て
い
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
が

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
今
後
の

展
開
が
注
目
さ
れ
る
。
鳥
羽
市
に
お
い

て
も
、
２
０
２
４
年
２
月
に
期
間
限
定

で
「
メ
タ
バ
ー
ス
観
光
案
内
所
」
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。
海
女
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ア
バ
タ
ー
が
参
加
者
と
交
流
す
る
な
ど
、

地
域
の
特
色
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
四
日
市
市
で
は
、「
メ
タ
バ
ー
ス

Y
O
K
K
A
ICH
I

」
と
し
て
整
備
事
業
実
施

後
の
市
中
心
部
を
一
部
再
現
し
、
未
来
の

四
日
市
を
体
験
し
意
見
交
換
で
き
る
場
を

設
け
て
い
た
。
市
民
参
加
型
の
空
間
と
し

て
、
期
間
限
定
で
２
０
２
４
年
２
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
公
開
さ
れ
て
い
た
。
い
ず

れ
も
こ
こ
最
近
の
動
き
で
あ
り
、
三
重
県

内
の
自
治
体
で
も
活
発
に
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
期
間
限
定
で

あ
る
の
は
、
実
験
的
色
合
い
が
ま
だ
強
い

点
や
、
維
持
コ
ス
ト
の
面
が
あ
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
現
時
点
で
は
、
期
間
限
定

あ
る
い
は
ス
ポ
ッ
ト
開
催
等
、
短
期
間
で

の
取
り
組
み
が
主
流
の
よ
う
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
く
の
か
、
動

向
が
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
、
活
用
事
例
や
課
題
を
紹
介
し
て

き
た
。
ま
だ
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
い
う
言

葉
自
体
で
比
較
的
話
題
性
を
得
や
す
い
状

況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
定
着

具
合
に
よ
り
状
況
は
変
わ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
メ
タ
バ
ー
ス
を

使
用
し
た
企
画
を
実
際
に
展
開
し
て
い
く

際
に
は
、
話
題
性
だ
け
で
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
継
続
性
、
即
ち
維
持
に
か

か
る
労
力
や
コ
ス
ト
も
考
慮
に
い
れ
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
企
画
の
段
階
で
し
っ
か

り
と
練
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
先
例
に

学
び
、
実
施
後
の
評
価
も
追
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
な
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
広
く
浸

透
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
、

本
稿
の
内
容
が
今
後
の
利
活
用
等
に
お
い

て
幾
ば
く
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。


